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On the Larva and Pupa of Lethe marginalis MOTSCHULSKY 


By MoRI0 WAKABAYASHI et RYUTARO ZINTA 





本 種 の 生活 喝 に つい て は WILEMAN が , 吉野 で 飼育 し , その 記録 を Philippine Journ. Sci., 9 (3) 1914. た 
発表 し て いる 由 で ある め 》. 

然し 筆者 達 は これ を 見 る 機会 も な く , 従 つて 参考 文献 と て な か つた が , 筆者 の 一 人 慕 田 は 先 に 吉 阪 道雄 氏 と 共 
著 で 本 種 の 産卵 及び 若 令 幼虫 に つい て 報告 し た 事 が あり 2②, 更に 同じ < く 若林 も , 本 種 の 老 就 虫 の 概 形 を 報告 し 
た 3 が いずれ も 不 充 分 な も の で あつ た だ た. 

率い 本 年 (1954) 箕 者 達 は 多く の 老 熟 東 を 得る 機会 に 恵まれ , その 羽化 に 成功 し た . 

以下 は 幼虫 を 若林 が , 次 を 甚 田 が それ ぞ れ 分 筆 し 図 と 共に 形態 の 記載 を し て お きた いと 思う . 諸 臣 の 御 参 考 と 
も な ら ば 率 臣 で ある . 

















1) 宝塚 昆虫 館 報 No.50 
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終 令 幼虫 の 形態 i 
全体 的 に 見 て , 他 の ジャ ヤノ メ 稚 次 虫 と 何ら 族 りな く , 胴 部 は 円 筒 形 . 腹部 第 4 処 陰 近 が 最も 太く , その 前 後 が 
次 第 に 細く な る . 腹部 末 第 背面 を 違 つ て いる 肛 上 板 の 春 側 は 二 双 た 分 れ 笑 起 を 形成 し , その 先端 は や や 淡紅 色 を 
帯び る . 胴 部 背面 は 貞 色 の 短 毛 を 有 し , 刺 毛 基部 の 小 突起 は 一 見 し て 胴 部 は 多く の 鍼 を 持つ 様 に 見 える . 
幼虫 の 体 色 は 慕 緑色 , 了 終 令 幼 虫 当時 の 体 魚 た 比較 する と , 非常 に 緑色 を 増す . 体 色 は 他 の 幼虫 に 見 られ な い 











見 事 な 美 し い 色 多 で ある . 背 線 。 部 背 線 , 気 門 上 線 , 気 門下 勿 を 有 し , 背 線 が 最も 魔 く , 気 門 上 線 が これ に 欧 ぎ , 
波形 を 呈し , 嘘 背 線 は も つと も 細く いずれ も る 緑色 を 呈し , 気 門下 線 は や や 太 ぐ , 由 色 で 淡 黄 緑色 の 和 ど り を 持ち 
気 門 は 黄 礼 色 で ある . 
頭 部 一 一 和 色彩 は 胴 部 より や や 暗い 緑色 で 頭頂 た 左右 た 開い た 長い 角 状 の 突起 を 持ち , 先端 は ほとん ど 笑 つて い 
る . 突起 の 前 面 は 黒 紫 色 , 基部 に くる に 従 つ て 色彩 は 淡く な り , 上 細く な つて , 眼 部 に まで 続く . 後面 , 側面 の 
色彩 は 淡紅 色 で , 特に 後面 は 基部 より 淡 緑 販 色 に 変じ , 背部 に 連絡 し 亜 背 線 に 接続 する . この 線 は 第 3 節 時 近 で 
緑色 の 真 の 亜 背 線 の 色 逐 と な る . 口 部 は 透明 の 緑 どり を 持ち , 黒 礼 色 で ある . 
体長 45 一 47 mm. 内 外 
頭 部 2mm ( 角 状 突起 3.2 mm) 
- 胴 部 (腹部 稲 4 節 附 近 ) 6.1 mm. 
前 暴 化 
新 映 期間 は 1 日 半 刀 玉 2 日 で ある . 











Fig.3. 幼虫 側面 Fig.4. 幼虫 頭 部 前 画 (以上 若林 原図 ) 














Eig.5. 由 腹面 図 Fig.6. 時 側面 図 ( 以 上 碁 田原 図 ) 
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幼虫 は 前 踊 の 前 4ー7 日 頃 よ り 交 第 た 体 色 の 透明 化 が 起り , 費 色 が 減じ 用 に 淡 緑 色 と な る . 前 最 寸 前 た は 体 部 
が 収縮 し , 各 関 節 が 岩 れ 上 つて 見 え , 尾 敵 に 少し の 糸 を 吐き 一 般 の ジ ヤ ノ メ 科 幼 遇 に 見 られ る 様 に 下垂 し , 第 5 
第 より 頭 部 を 屈曲 する . また 幼虫 は 透明 化す る 頃 よ り , 率 を 吐い て 食 草 上 に 一 種 の 座 を 作り , その 附近 を 離れ る 
こと な く , 透明 化 と 共に 摂 食 を 停止 する . 時 化 も その 座 の 部 分 で 行わ れる . ' 

疫 の 形態 

晴 は や は り 近 似 種 。 ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ , ヒ カ ゲ チョ ミッ, クロ ヒ カ ゲ 等 の それ と 酷似 し 構造 上 も 大 差 は 認め ら 
0 
幣 の 大 き さ は 体長 20mm 作 店 75 mm 内 外 で , Lethe 系 で は 一 番 大 きい か ら 近 似 種 と の 区 別 は つく , 勿論 算 
上 で 金 身 か な り 鮮 や か な 淡 落 線 色 , 皮 雪 も な め ら か で 体毛 等 も 皆無 。 光沢 さえ 有 し 美しい 疫 で ある . ' 

頭頂 側 辺 は 明 須 な る 三角 垂 状 で 隆起 し て いる が 頭角 と いう 程 題 著 で は な い , その 他 の 隆起 と し て は 中 胸郭 背面 
に 於 いて , せ むし 状 に 背 線 が 往 と な つて いる 他 , 玩 部 基 和 辺 に も 三角 際 超 部 が あり , その 部 分 が 申 の 体 巾 の 最大 と 
な つて いる , そし て こと の 基部 より 発し た 槻 は その まい ヽ 郊 部 外 張 を 形成 し な が 流れ 腹部 第 2 第 位 に 消え て いる : 
和 価 この 承 者 の 和 迷 は 黄金 色 に 近い 淡 黄 色 を し て いて 美しい . 
その 他 突 起 や 斑紋 等 も な く 平 信 な 由 と いえ よう . 以上 が 大 体 の 形 と 色彩 で ある が , 以下 簡単 に その 構造 を 記し 




















て お く . 
清 眼 部 は 触角 に 発し 前 胸 脚 に 終る が , 前 胸 脚 た 近く 人 筆 に 細く な つて お り , 粗 眼 部 は 前 閉 と 触角 及び , 前 , 中 胸 
脚 基部 に 囲ま れ て いる . 


船用 は 左 有 接する 事 な く 贅 立 迄 流れ , 脚 郭 は 前 胸 脚 と 中 胞 脚 の み 赴 出し , 後 胸 脚 は 次 下 に か くさ れる . 前 胸 肢 
は 般 角 接する 事 な く , 中 胸 脚 より 短く その 先端 は 半 部 の 位 の 尋 で 終り , 中 胸 脚 は 前 者 と 触角 の 聞 を 走り , そ 
の 先端 は 克 部 の 約 2 位 の 克 で 終 つ っ てい る. 下 礎 癌 は 割合 露出 し , 下 題 は 長く 胸 問 迄 流れ , 触角 敵 と 共に 終っ て い 
る . 後 超 は 全然 規 出 せ ず 前 政 の 徳 脈 は 明 連 に 現れ , 叉 踊 化 当時 に は 後 女 の 麹 脈 も 明暗 た 透視 出来 る . 更に 応 化 直 
後 で は 後 脚 脚 も 体内 部 に 明らか に 察知 出来 る 

駐 幼 恵 時 代 の 頭 部 突 超 内 に は 引 角 が か くさ れ て いる 事 も 師 化 を 銀 察 す れ ば 容易 に 側 明 する . 腹部 は 磐 曲 し 懸垂 
器 は よく 発達 し て いる . 

腹部 の 運動 環 第 は , 第 4 一 5 節 の み で 纏 れ ゝ ば 左右 に よく 動く . 気 門 は 前 , 中 胸 境 線 に 細長 い 一 対 と 腹部 第 2 
ー 7 節 迄 の 計 7 対 有 し 第 8 節 に は 痕跡 の み を 留め て いる . ' 

剛 坦 は 早い も の で , 8 日 か ら 10 日 位 , 選 い の は 18 日 に も 及ぶ . 疲 し て 8 は 踊 押 は 短い らし い . 

何 本 本 の 一 綱 し た 生 丘 湊 は 末 だ 信人 は 記 祭 し て お ら な い が 。 犬 価 の 年 OG ND 
を 政 め て 記し た いと 思 つ て いる . 

妨 虫 の 食 草 と し て は , WILEMAN の 記録 が 正しく 。 野外 で は , スス キ (Miscanthus Sinensis ANDERSS) の 
み を 食し て いる . 

半生 
し た いと 思う . (JULY. 7. 1954.) » 
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前 号 で お 知ら せ し た シン ポジ ッ ム に つい て 区 の よう に 決め まし た の で お 知ら せ 致 し ます . な お 詳細 な 
御 案内 は 9 月 下旬 差 上 げ る 予定 で あり ます . 
と き 10 月 21H ( 木 ) (19,20 日 は 日 本 昆虫 学会 大 会 ) 
と ころ 未 定 ( 東 京都 内 ) 
課 題 種 以 下 の カ テ ゴ リ ー の 区 分 
演 者 井上 寅 兵 . 毅 瀬 太郎 氏 ( 交 小 中 ) 下水 隆 氏 ( 交 小 忠 ) (ABC 順 ) 
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